
西原町の家計簿
西原町が月収25万円（年収300万円）の家庭と想定した場合の
ひと月の家計簿内訳はというと・・・

町の施設の使用や住民票発行など、利用した方が支払うお金

町民税、固定資産税、軽自動車税などの税金
町が行う特定のサービスを受けた方が納付するお金（保育料など）

基金（町の貯金）を取り崩して、繰り入れるお金

町が所有する財産の売払いや貸付、売電などによる収入
どの地域でも一定の行政サービスが受けられるよう、国税の一定の割合が
市町村に交付されるもの
国や県が徴収した税が、一定の基準に基づき市町村に配分されるもの

特定の目的の事業などの財源として、国や県から交付されるお金

事業を行うために、国や銀行などから借り入れるお金（町の借金）

寄附金、繰越金、諸収入など 

給料
　世帯主給料（町税）
　パート・雑収入（使用料・負担金等）

ローンの借入（町債）

貯金からの引き出し（繰入金）

親からの援助
（国・県支出金・交付税等）

医療・介護・保育費（扶助費）

子どもへの仕送り（補助費・繰出金）

食費（人件費）

光熱水費・通信費・日用品等（物件費）

ローンの返済（公債費）

家のリフォーム費用（普通建設事業費等）

家電等修理代（維持補修費・その他）

7.1万円

5.8万円

4.2万円

3.2万円

2.4万円

2.0万円

0.3万円

合　　　　　計 25万円

支

　
　
　
出

25万円

10.1万円
   8.1万円
   2.0万円

1.0万円

0.4万円

13.5万円

合　　　　　計

用語解説（歳入）
町 税
分担金・負担金

使用料・手数料
繰 入 金

財 産 収 入

地 方 交 付 税

譲与税・交付金
国・県支出金

町 債
そ の 他

歳入（一般会計）

★特別支援教育支援員派遣事業 2,626万円
特別な支援を必要とする児童生徒に対し、支援員
の配置を行います。

★町立小学校教育振興事業　1,646万円

・坂田幼稚園改造防音事業　804万円

小学校英会話指導講師の派遣や学力検査などを行
います。

坂田幼稚園の騒音対策のため、防音工事を行います。
・内間御殿整備事業　1,038万円
国指定文化財内間御殿の整備を行います。

平和で人間性豊かなまちづくり

・障害者自立支援給付費等給付事業
　7億8,379万円
障がいのある方が安定した生活を営めるよう支援
を行います。

・障害児通所給付費等支援事業　1億7,235万円
障がい児が安定した生活を営めるよう支援を行います。
・放課後児童健全育成事業　1億181万円
放課後に子どもたちが安心して過ごせるよう、放
課後児童クラブへ補助を行います。

・西原町子ども貧困緊急対策支援事業　1,592万円
子どもの居場所づくりを中心に、貧困世帯の支援
を行います。

・私立分児童運営費負担事業　11億9,398万円
認可保育園の運営にかかる経費を負担します。

・保育所建設事業補助金交付事業　1億3,819万円
新規認可保育所建設費に対し補助金の交付を行い
ます。

健康と福祉のまちづくり

★農水産物流通・加工・観光拠点施設整備事業
　3億1,900万円
地産地消の推進、観光拠点としての農水産物流通・
加工・観光拠点施設の整備を行います。
★地域型就業意識向上支援事業　468万円
ＮＳ2ＢＰ（西原学生ソーシャルビジネスプロジェクト）
の活動を通して、産官学の協力を得ながら自己の就
業意識の向上を目指す若者を支援します。
・小波津川改修事業　1億5,488万円
小波津川河川の改修事業を行い、周辺地域の景観
や安全を守ります。
・都市計画事務運営事業　2,105万円　
企業誘致を図るため、西原町都市計画マスタープ
ランの見直しや兼久マリンタウン線沿線地区用途
見直しの検討を行います。
・西原西地区土地区画整理事業（特別会計）
　1億7,044万円
西原西地区（棚原・徳佐田・翁長の一部）の区画
整理を行い、町のさらなる発展を図ります。

豊かで活力のあるまちづくり

・南部広域行政組合負担金事業  2億3,783万円
ごみ焼却施設や最終処分場建設などに対する運営
費負担金です。
※平成30年度より東部清掃施設組合は南部広域行
　政組合へ統合されました。
★道路照明灯及び防犯灯LED化推進事業
　4,000万円
道路照明灯などをLED照明に切り替え、温室効果
ガスの排出抑制を図ります。

・公共下水道特別会計繰出事業  2億1,985万円
下水道接続などの事業を行っている公共下水道特
別会計に一般会計から予算を繰り出します。

安全で環境にやさしいまちづくり

前年度当初予算との主な比較
町税+0.5億円、繰入金▲3.9億円、国・県支出金▲1.2億円、町債▲0.8億円

前年度当初予算との主な比較
扶助費+0.6億円、普通建設事業費▲1.7億円、物件費▲1.1億円、繰出金▲2.6億円

特別職（三役）、職員、議員などの給料・手当てに係るお金

児童福祉、障がい者福祉、老人福祉、保育所運営などに係るお金

町債（町の借金）の返済に係るお金

道路、橋りょう、学校などの施設整備に係るお金

物品の購入や光熱水費の支払い、事業の委託などに係るお金

東部消防組合などの一部事務組合への負担金や各種団体への補助金
などに係るお金

一般会計から国民健康保険などの特別会計へ支出されるお金

道路や学校など、町が管理する公共施設の維持補修に係るお金

災害復旧、基金（町の貯金）の積立などに係るお金

用語解説（歳出）
人 件 費

扶 助 費

公 債 費

普通建設事業費

物 件 費

補 助 費 等

繰 出 金

維 持 補 修 費

そ の 他

★については（事業内の一部含む）、一括交付金事業として決定を経たうえでの実施となります。
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町税
36.0億円
（32%）

人件費
18.6億円
（17%）

扶助費
31.5億円
（28%）

公債費
10.9億円（10%）

普通建設事業費等
9.0億円（8%）

物件費
14.4億円
（13%）

補助費等
18.3億円
（16%）

繰出金
7.5億円
（7%）

維持補修費・その他
1.3億円（1%）

町債
4.6億円（4%）

46.6億円
（42%）　

64.9億円
　　　（58%）

依
存
財
源
64.9億円

　　　（58%）

自
主
財
源

依
存
財
源

使用料・手数料
1.6億円（1%）

地方交付税
17.6億円（16%）

歳入の内訳
111.5億円 分担金・負担金

2.1億円（2%）

繰入金
1.8億円（2%）

財産収入・その他
5.1億円（5%）

譲与税・交付金
7.7億円
（7%）

国・県支出金
35.0億円
（31%）

平成30年度 西原町

当初予算の
概要

歳出（一般会計）

歳出の内訳
111.5億円

義
務
的
経
費

投資的経費
9.0億円（8%）

そ
の
他
の
経
費

そ
の
他
の
経
費

61.0億円
（55%）　

41.5億円
（37%）
41.5億円
（37%）

※端数処理を行っているため、計算が合わない
　場合があります

単位：億円

会　計　名 平成30年度 平成29年度 増減額

国民健康保険 44.1 55.1 ▲ 11.0
公共下水道事業 5.2 6.6 ▲ 1.4
土地区画整理事業 1.8 5.3 ▲ 3.5
後期高齢者医療 2.7 2.5 0.2

一 般 会 計 111.5 118.2 ▲ 6.6
特 別 会 計 53.8 69.5 ▲ 15.7

一般会計
福祉・教育・道路整備など、町がす
べき基本的な事業を処理する会計

特別会計
特定の事業を行うための歳入歳出を、
一般会計と区別して処理する会計

【参考】平成30年度財政調整基金残高（4月1日現在）：6億3,981万円
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みんなの生活に直接
かかわりの深い扶助
分野に一番お金を使
っているりん★
でも、収入の半分以
上を親からの援助に
頼っていて、さらに
貯金も残り少ないか
ら今後はもっと節約
しないといけないり
ん…

今年度の主な事業今年度の主な事業

貯金残高17.2万円（【参考】を年収換算）

2広報にしはら No.555 H30.5.13 広報にしはら No.555 H30.5.1


